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１． はじめに 

 阪神高速では，阪神高速 13号東大阪線の東行きと 1号環状線の北行きを接続する西船場ジャンクション改築（信

濃橋渡り線）事業を進めている．当社では長年にわたり鋼管集成橋脚の研究・開発を進めてきたところであり，

約 10 年の歳月を経て，海老江ジャンクションにおいて世界初の鋼管集成橋脚の構築を実現した．これまで鋼管集

成橋脚の施工実績は 1 件のみであったが，今回，西船場ジャンクションにおいて 12 基の実績を積み重ねた．当現

場は，空頭制限かつ重交通路線下にあり，都市土木特有の制約条件の中，鋼管集成橋脚の架設を行った．さらに，

今回，一部の鋼管集成橋脚の基礎との結合には新たにフーチングを省略したソケット形式を採用した．本稿では，

都市内における様々な厳しい制約条件下で行った鋼管集成橋脚の施工実績について述べる． 

２． 鋼管集成橋脚の構造概要 

 鋼管集成橋脚は，鋼管柱 4 本を基本単位とし，履歴減衰機能を有

する抵降伏点鋼を用いた制震デバイスにより，鋼管を横つなぎする

ことで，単一柱とした構造である（図－1）．当事業では，東大阪港

線側（約 800m）において 12 基の鋼管集成橋脚を新たに構築する．

柱鋼管にはコストを抑えた既製鋼管を使用し，死荷重や活荷重の常

時鉛直荷重は受け持たず，地震時の地震力（水平力）のみ受け持つ

構造となっている．地震時には，横つなぎ材のせん断パネルに損傷

を限定し，橋脚に作用するエネルギーを吸収することで，主部材で

ある鋼管はその後も供用可能な状態とし，損傷したパネルのみ取り

換えれば良い構造となっている．当現場にて採用している基礎の形

式は，柱をひとまわり太径の杭に所定長差し込み，その間隙をコン

クリートで一体化するソケット形式（フーチングレス）と拡幅量が

大きい箇所についてはフーチング形式の 2 種類となっている． 

３． 鋼管集成橋脚の施工報告 

 当事業現場は，市内中心部に位置しており，重交通である幹線道路を規

制して施工ヤードを確保している．また，既設橋脚間に新たな橋脚を設け

るため，供用中の高速道路下の空頭制限がある中で架設を進めた． 

（１）鋼管集成橋脚架設ステップ（ソケット形式） 

 鋼管集成橋脚の架設ステップを図－2に示す．鋼管杭打設完了後，①均

しコンクリートを打設し，その後，仮架台を設置し（写真－1），②鋼管集

成橋脚（φ800）の下柱 2 本 1 組を仮架台にて高さ，平面位置を調整しな

がら設置した．次に，③根巻きコンクリートまで打設し，④上柱の架設・

現場溶接を行い，⑤柱内にコンクリートを充填後，⑥クレーンの相吊りに

て梁の架設を行った． 
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写真－1 仮架台設置状況 

図－1 鋼管集成橋脚一般図（ソケット形式） 
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 （２）鋼管集成橋脚の製作精度管理 

既製鋼管についてはスパイラル鋼管自体が真円で製作できていないた

め，横つなぎ材の仕口間距離が確定できず，横つなぎ材を先行で製作する

ことが出来なかった．そこで，片方の継手部を後加工とした部材を製作し，

仮組立は位置決め用で製作した仮の横つなぎ材で行った．仕口間寸法の計

測を行い，横つなぎ材の後加工部に計測値を反映して部材を完成させ，正

規部材と仮の横つなぎ材を入れ替えて仮組立精度の確保を図った．また，

φ800 の狭隘部での溶接品質確保のため，事前に溶接施工試験を行った．

更には製作仮組状態（写真－2）を架設時に再現できるようエレクション

ピースを設置すると共に，横つなぎ材の対角寸法を管理するため罫書きを

行い架設時の精度向上に努めた． 

（３）柱・梁架設 

 鋼管集成橋脚の柱部は，トレーラーにて現地搬入後，直接クレーンにて

架設したが，梁部に関しては長手方向が運搬の制約を受けるため，それぞ

れの部材を搬入後，現場で溶接して連結した．現場は非常に狭隘な施工ヤ

ードであるため，歩道部の一部を占用して仮置きした（写真－3）．鋼管集

成橋脚の架設は，下柱の架設精度が後の橋脚全体の出来形を大きく左右す

る．そのため，特に下柱の架設に際しては，均しコンクリートを平滑に打

設し，ジャッキ等を併用して，高さ，平面の位置を調整した．次に中柱の

架設には，特殊な玉掛け設備を製作し，低空頭で架設した（写真－4）．本

工事の中で最も苦慮したのが，梁部の架設である．夜間に本線及び側道規

制（5/6 車線占用）を行い，後方車輪に舵切り機能を持つトレーラーにて

所定の位置に梁を横付けし，クレーンの相吊りで架設した（写真－5）．架

設時，供用している東大阪線桁下との離隔は数十 cm程度と極めて小さく，

既設構造物に接触しないようオペレーターとの連携を入念に行い，慎重に

架設した．  

４．おわりに 

 今回，鋼管集成橋脚の据え付けには，平滑な基盤を整備したうえに仮架

台を設置し，精度確保を慎重に行った．また，空頭制限下での施工となる

ため，玉掛け方法の工夫や，仮設用梁を用いて架設し，エレクションピー

スにて精度を確保した．今後の鋼管集成橋脚の採用を期待するとともに，

本施工事例が今回同様の低空頭環境下における他現場での参考になれば

幸いである． 

写真－2 仮組立状況 

写真－3 梁部現場搬入状況 

写真－5 梁部架設状況 

写真－4 低空頭での柱架設状況 

図－2 鋼管集成橋脚架設ステップ 

①・②・③ ④・⑤ ⑥ 
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